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TOPPERS プロジェクトNPO 法人化 10 周年 
－これまでの歩みと今後 

NPO法人 TOPPERSプロジェクトは、今年で10周年を迎えます。

この機会に、TOPPERS プロジェクトの歩みを振り返るとともに、

今後の方向性について述べたいと思います。 
TOPPERSプロジェクトの開始がいつであるか、明確には定めてい

ませんが、TOPPERSプロジェクトの最初の開発成果である

TOPPERS/JSPカーネルの開発を開始したのが1999年の末頃、そ

れをオープンソースソフトウェアとして配布開始したのが2000年

11月になります。この時のTOPPERSプロジェクトは、まだ、豊

橋技術科学大学（当時）の高田研究室の中で実施していた、オープ

ンソースRTOSの開発プロジェクトに過ぎませんでした。 
JSPカーネルをオープンにすると、その開発に参加したいという産

学官の組織が名乗り出てきました。そのような組織/個人は徐々に増

え、2002年11月には15組織/個人になりました。参加組織/個人が

増えてくると、大学の研究室を中心とした団体では活動に限界が見

えてきたため、プロジェクトの組織化に向けての検討を開始するこ

とになりました。 
その検討の結果、プロジェクトをNPO法人として組織化すること

となり、2003年6月にNPO法人の設立を申請、8月に認証を得て、

同年9月にNPO 法人 TOPPERSプロジェクトの第1回総会を開

催するに至りました。この段階での会員数は、団体正会員が40、個

人正会員が6、個人準会員が17、個人/団体特別会員が7でした。

また、場所を日本システムハウス協会（現、組込みシステム技術協

会）の事務所の中に借り、横井尚子を事務局長とする事務局の体制

も、この時点でできました。 
この間、ソフトウェア開発の面では、JSPカーネルの対応プロセッ

サを増やすとともに、メモリ保護機能を持った IIMPカーネル、組

込みシステム向けのTCP/IPプロトコルスタックであるTINETな

どを開発しました。さらに、JSPカーネルが松下電器（現、パナソ

ニック）のカラオケマイクに採用されるなど、製品への適用事例も

出始めました。 
NPO法人設立後は、TOPPERS/FI4カーネル、TOPPERS/OSEK
（現、TOPPERS/ATK1）、TOPPERS/FDMPカーネル、

TOPPERS/HRPカーネルなど、各種のRTOSの開発・配布を行い、

製品への適用事例も確実に増加していきました。会員数も順調に増

え、2006年11月には、団体正会員が100（合計会員数は約200）
になっています。また、教育WG やコンポーネント仕様WG（現、

TECS WG）、中国普及WGなどもそれぞれの活動を展開しました。 
2005年頃からは、TOPPERS新世代カーネルの開発に着手し、2007
年にはその開発ロードマップを発表しています。その第一弾となる

TOPPERS/ASPカーネルは、今後10年の標準となることを目指し

て、2008年5月に配布開始しました。この頃から、TOPPERSプ

ロジェクトは、μITRON仕様に準拠したRTOSを開発するという

第1期の活動から、RTOS仕様自身も改良・発展させるという第2
期の活動に入ったと位置づけています。 
第2期の活動では、一連のTOPPERS新世代カーネルの開発に加

えて、各種のミドルウェアやソフトウェア部品化技術（TECS）、

開発支援ツール、仮想化環境などの開発にもスコープを広げて取り 
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組んできました。また、車載システム向けには、AUTOSAR OS仕

様をベースとしたTOPPERS/ATK2も開発しました。 
さて、NPO 法人化10周年を迎えた今、TOPPERSプロジェクトは

さらに第3期の活動へ踏み出そうとしています。2011年5月には、

次の10年を見据えた活動指針として、持続可能なスマート社会の

実現（これを、"Smart Future"と呼んでいます）のための組込みシ

ステム技術開発を、コンソーシアムによるオープンソースソフトウ

ェア開発により進めていくという方針を出しました。また、具体的

な研究開発課題としては、Safety & Security、Ecology（高エネル

ギー効率）、Connectivityの3つの実現を挙げています。 
この第3期の活動内容の具体化は、まだ今後の課題となっています

が、これまでの10年間の活動成果を踏まえ、引き続き、組込みシ

ステム開発に有用なオープンソースソフトウェアの開発に尽力して

いくつもりです。皆様のご協力・ご支援をいただけると幸いです。 
 

（第 24 号 2013 年 5 月 7 日発行) 



 

TOPPERS/HRP2 カーネルRelease2.1.0 公開 
TOPPERSプロジェクトでは、高信頼システム向けにメモリ保護な

どの保護機能を持ったTOPPERS/HRP2カーネルをメジャーアッ

プデートし、Release2.1.0を公開いたしました。 

TOPPERS/HRP2カーネルは昨年に一般公開をしてからフィード

バックいただき、それらの情報を中心に検討を行ってきました。 

今回Relese2.1.0を公開するにあたり、主な仕様変更や追加は以下

のとおりになりました。また他にも多くの修正を行っています。 

・標準メモリリージョンの定義方法の仕様変更 

・prb_memをCPUロック状態からも呼びだす仕様変更 

・メモリ配置をより最適化するためのコンフィギュレーション 

手順の見直し 

・ROM使用量を削減するために使用しないサービスコールを 

リンクしない方法を追加 

・テストプログラムの追加 

コンフィギュレーション手順の見直しにともない、TOPPERS新世

代カーネル用コンフィギュレータにも修正や機能追加などフィード

バックを行っています。 

現在はARM Cortex-M3、SH2A、SH4 をサポートしていますが、

宇宙機分野でのネットワーク規格として注目されているSpaceWire
向けのミドルウェア開発に併せて、サポートターゲットも増やして

いく計画です。組込みソフトウェアが複雑化する中、高信頼システ

ムに限らずメモリ保護機能を開発で使用するような機会が増えてく

ると思われます。TOPPERS/HRP2カーネルをご検討/採用してい

ただけるよう、今度もフィードバックを引き続き行なっていきます。 
 

TOPPERS/ATK2 Release1.0.0 公開 
TOPPERS/ATK（Automotive Kernel）は、TOPPERSプロジェク

トで公開している自動車制御用リアルタイムOSの総称です。ATK2
（Automotive Kernel Version 2シリーズ）は、欧州の自動車メー

カや電装部品メーカを中心とした標準化団体「AUTOSAR」が策定

した自動車制御用ソフトウェアプラットフォームに含まれるOS仕

様をベースとしており、名古屋大学組込みシステム研究センター

（NCES）が、複数の企業と共同で開発を行い、TOPPERSプロジ

ェクトへ開発成果物としてコントリビュートし、オープンソースと

して無償公開しました。 
「AUTOSAR OS仕様」は、「OSEK/VDX仕様」の上位互換とされ、

差分仕様のみが記載されています。さらに、曖昧な仕様や、未規定

の仕様が多く、実装する上での問題が多数存在します。そこで、

「OSEK/VDX仕様」と「AUTOSAR OS仕様」をマージして、曖

昧/未規定の仕様を解決し、日本語で仕様を記述した次世代車載シス

テム向けRTOS外部仕様書（以降、外部仕様書）を併せて、公開し

ました。ATK2は、外部仕様書に準拠しており、逆に実装に依存し

た仕様に対しては、ATK2に実装した仕様を参考仕様として、外部

仕様書に記載しています。なお、外部仕様書は「AUTOSAR 
Release4.0 Revision3」をベースにしています。  
AUTOSARでは、システムコンフィギュレーションにXMLを使用

します。OSに対して上位レイヤーから与えられるOS用のXML
で記述されたディスクリプションファイル（コンフィギュレーショ

ン情報ファイル）を入力として、タスク等のOSオブジェクトの生

成を行います。TOPPERS新世代カーネル用コンフィギュレータの

Release 1.9.0から、このAUTOSAR仕様のXMLの入力に対応し

ており、ATK2ではこのコンフィギュレータを使用することで、

AUTOSARアーキテクチャにおけるOSとして動作することを想

定しています。また、XMLは人が読み書きするのが困難ですので、

OS単体で使用するために、TOPPERS新世代カーネルで従来から

使用されている静的APIでも、XMLと等価のコンフィギュレーシ

ョンを行うことを可能としました。ATK2の静的APIの仕様に関し

ては、ATK2に同梱されるドキュメントを参照してください。  
現在、スケーラビリティクラス1とスケーラビリティクラス3に対

応したカーネルのみ公開しています。スケーラビリティクラス3に

ついては独自に定義した機能レベルにおける、レベル2を採用して

います。（機能レベルについては外部仕様書を参照してください） 
スケーラビリティクラス3はメモリ保護機能を搭載しており、

TOPPERS/HRP2開発ノウハウを活かし、より多くのターゲットに

対応するための実装を目指しています。また、メモリ保護機能に対

する網羅的なテストも実施済みです。現在、スケーラビリティクラ

ス1とスケーラビリティクラス3のマルチコア拡張版を開発中です。  
なお、Release1.0.0では、Nios2プロセッサに対応したターゲット

依存部しか同梱されていませんが、スケーラビリティクラス1の

Release1.0.1では、SkyEye依存部、およびV850依存部を同梱し

ていますので、是非ご活用ください。 
 

TOPPERS カンファレンス 2013・総会のご案内 
■TOPPERSプロジェクトでは、2013年6
月21日(金)に大田区産業プラザPiOにおい

て、TOPPERSカンファレンス2013を開催

いたします。TOPPERSプロジェクトが

NPO法人となって10年目、第10回となる

本カンファレンスのテーマは、「リアルタイム

システムの原点を再考する」です。 
特別講演には、電気通信大学の新誠一教授に

「組み込みシステム分野の情報セキュリテ

ィ」、神奈川工科大学の一色正男スマートハウス研究センター所長に

「HEMS認証支援センター(ECHONET Lite)の活動紹介と今後へ

の期待」と題してそれぞれご講演いただきます。 
◆日 時：2013年6月21日(金)10:00～20:00(9:30受付開始) 
◆会 場：大田区産業プラザPiO コンベンションホール 
      東京都大田区南蒲田1-20-20 
◆定 員：140名(先着順にて受付) 
◆参加費：会員 無料(総会参加者は懇親会まで無料)   
     非会員 5,000円／学生 2,000円(いずれも懇親会費別) 
◆参加申込：事前登録が必要です。以下よりお申し込みください。 

http://www.toppers.jp/conference2013.html 
◆問合せ先：TOPPERSプロジェクト事務局 ( 担当：根来、横井 ) 
 

■同日、同会場でTOPPERSプロジェクト通常総会が開催されます。 
  ◆時 間：16:15～17:00 
総会に出席される会員の方は、カンファレンスの聴講および懇親会

参加が無料となっておりますので、ぜひご参加ください。 
 

TOPPERS of the Year 
TOPPERSプロジェクトでは、毎年TOPPERSプロジェクトが大

きな注目を集めるきっかけとなった活動に対し、TOPPERS of the 
YEAR の栄誉を与え、表彰させていただいております。表彰の対象

となる期間は、TOPPERSカンファレンス2011から2012までの1
年間です。正会員の皆様の投票によって選出し、TOPPERSカンフ

ァレンスの懇親会にて発表・表彰を行います。 
昨年は、「ETロボコンへの協力」が受賞されました。 
正会員の皆様には、総会への出欠連絡はがきにて投票いただくこと

になっています。ぜひ投票くださいますよう、お願いいたします。 



 

技術検討会議 
TOPPERSプロジェクトでは、会員が自由に技術的な討論、意見交

換や技術交流を行う場として、技術検討会議を開催しています。最

近では、以下のテーマについて開催しました。 
・2013 年1月7 日(月) 
 「AUTOSAR OS仕様をベースとした次世代車載システム向け 

RTOS外部仕様書、およびTOPPERS/ATK2の紹介」 
鴫原 一人氏（名古屋大学） 

 

委託型事業の募集開始 
TOPPERSプロジェクトでは、2013年度ソフトウェア開発委託事

業の募集を行っています。委託事業とは、TOPPERSプロジェクト

が分野を検討し、TOPPERSプロジェクトの発展により貢献できる

ソフトウェアを開発し、オープンソースとして公開していくことを

目的にソフトウェア開発支援を行う事業です。 
開発分野は「ECHONET Lite ミドルウェア」で、応募期限は2013
年6月30日となっています。詳しくは、以下をご参照ください。 
http://www.toppers.jp/entrust.html#2013 
皆様のご応募をお待ちしています。 
 

TECS WG 合宿 
TECS WG では、毎年3月に合宿を開催しています。 
今年は、3月22日、23日に、島根県の松江での開催となりました。 
松江は、ご存知の方も多いと思いますが、Ruby の聖地とも呼ばれ

る場所です。では、なぜ松江かというと、Ruby の組込みシステム

向けの軽量版である mruby の開発を推進する軽量 Ruby フォー

ラム (mruby フォーラム) との提携を目指してのことです。 
では、なぜ提携を目指すことになったかというと、mruby から 
TECS コンポーネントを呼び出すための変換コードを自動で生成

する mruby ブリッジや、mruby VM の TECS コンポーネント化、

そして TOPPERS/ASP へのポーティングと、連携できる材料が少

なくないためです。 
合宿では、mruby フォーラムと TOPPERS TECS WG との提携

に関する話題ばかりではなく、GUI エディタである tecseditor、
動的結合などについて議論しました。ここで tecseditor とは、

TECS コンポーネント図を編集するための Eclipse ベースのツー

ルです。目下のところ ET ロボコンのコンポーネント図を編集可能

とすべく、開発を進めているところです。 
このように TECS WG は、活発に活動していますので、ご期待く

ださい。また、皆さまのご参加もお待ちしております。 
 

TOPPERS 開発者会議 
TOPPERS開発者会議は、TOPPERSプロジェクトの開発成果物の

開発・利用に携わる会員が集まり、1泊2日の合宿形式で、集中的

に議論・開発する会議です。2005年から年1、2回のペースで開催

しており、2011年第12回会議からは、実行委員会（委員長：松原

豊（名古屋大学））が中心になって企画・運営をしています。 
今年度は、10月18日（金）と19日（土）に、静岡県熱海市の伊

豆山研修センターで開催する予定です。詳しい議題は、実行委員会

で検討している最中ですが、新しい試みとして、非会員の方にもご

参加頂けるようにする計画です。これまでは、会員のみが参加でき

るイベントでしたが、非会員の方からも、開発成果物に対するご意

見や質問を頂くことも多いことから、より多くの開発者、利用者が

交流を深め、よりよいソフトウェアを開発していくことが

TOPPERS プロジェクト全体にとって有益であると判断しました。 

9月初旬に、TOPPERSプロジェクトのウェブサイト、会員向けメ

ーリングリスト（dev@toppers.jp）、一般の利用者向けメーリングリ

スト（users@toppers.jp、非会員の方も登録できます）にて、今年

度の開発者会議の開催案内を流しますので、ぜひご注目ください。 
また、ウェブサイトでは、これまでに開催した開発者会議の開催レ

ポートを無料で配布しています。会議の議題や、議論の雰囲気を感

じて頂ける内容ですので、ぜひご覧ください。 
最後に、6月21日（金）に、東京都大田区産業プラザにて開催され

るTOPPERSカンファレンス2013で、開発者会議実行委員会の活

動をご紹介します。今年度の開発者会議に加えて、活用アイデア・

アプリケーション開発コンテスト、オープンソースカンファレンス

への出展計画などについてお話します。ぜひご参加ください。 
 

ET ロボコン向けセミナー 
TOPPERSプロジェクトでは、昨年、一昨年に引き

続き、ETロボコン2013に向けて以下の2種類のプ

ラットフォームを提供します。 
(1) TOPPERS/JSPプラットフォーム 
(2) TOPPERS/ASP+TECSプラットフォーム 

さらに、ETロボコン参加者および組込みソフトウ

ェアの開発技術を学びたい方を対象として、上記2種のプラットフ

ォームに対応したセミナーを以下のように実施します。 
・日時：6月1日(土)10:00～17:00(2つのセミナーを並行して実施) 
・場所：東京(調整中)      ・参加費：無料 
2013年度版では、PID 制御を取り入れた内容となっています。ま

たセミナー会場および6月21日開催のTOPPERSカンファレンス

会場では、過去のレプリカコースを用いた試走会も開催予定です。

奮ってご参加ください。 
 

教育WG セミナー 
2012年12月1日、8日の両日、TOPPERS基礎3実装セミナーを

株式会社サートプロ(東京代々木の)の研修室にて開催しました。基

礎3セミナーは、基礎1、2の上位にあたるセミナーで、ARM7を

使用したLPC2388ボードを用いて、ETHERNETやSD カードフ

ァイルシステムを用いた組込みシステムを構築する実習を伴った内

容となっています。セミナーではコンテンツに沿って、受講者ご自

身のパソコンでプログラムを作成していきます。基礎1、2と順序

だてた講義でないと理解しにくい内容にもかかわらず、アットホー

ムな雰囲気でセミナーを進めて行くことができました。 
今回のセミナーを行った結果、同一ボード、開発環境で基礎1、2、
3セミナーを連続して行うことで、組込みソフトウェアの教育に大

きな効果があることを再確認しました。 
TOPPERSプロジェクト教育WG では、M16Cを用いた基礎1、2
のコンテンツを、今回使用したARM7ボードに置き換え、共通の

開発環境にて実装経験ができるようにコンテンツの修正を行ってい

ます。この改訂は以下の2つの問題の解決も兼ねています。①M16C
ボードではKD30ソフトウェアモニタを使用していたが、パソコン

環境がWindows7に変わりモニタ自体を実行できなくなった。②

CPUも、ARMの比率がかなり増えてきた。 
新しい基礎1、2のコンテンツでは、KD30に換えてROMモニタ

を使用し、簡易的にデバッグ環境を構築する手法を提供していきま

す。また、ARM-CPUでの実行モードや割込み実装方法についても

紹介していきます。このコンテンツに加えてCortex-Mを用いた教

材を提供する活動を平行して行っています。 
新しい基礎セミナーは、今年中に開催する予定です。今後も、教育

WG の活動にご期待ください。 



 

第 8 回日本OSS 奨励賞受賞 
TOPPERSプロジェクトは、日本OSS
推進フォーラムが選定する第8回OSS
奨励賞を受賞しました。2013年2月22
日にオープンソースカンファレンス

2013 Tokyo/Spring」にて授賞式が行わ

れ、高田会長が表彰状を授与されました。 
 

ET WEST のご案内 
TOPPERSプロジェクトは、6月13日

(木)14日(金)にインテックス大阪5号館

で開催されるEmbedded Technology West 2013 (ET-West2013)に
出展します。ET-Westへの出展も6回目となり、関西地区でも

TOPPERSプロジェクトをご存じの来場者の方が増えてきたよう

です。今年も引き続き、TOPPERSプロジェクトの活動を知ってい

ただけるよう広報します。みなさまのご来場をお待ちしています。 
 

ET2013 のご案内 
TOPPERSプロジェクトでは、2013年11月20日(水)～22日(金)
にパシフィコ横浜で開催されるET2013 に、引き続き 
TOPPERS/SESSAME合同パビリオンとして出展予定です。今年

はTOPPERSプロジェクトがNPO法人化して10年目にあたりま

すので、記念イベントの企画を進めています。 
すでに会員の皆様にご案

内しているように、パビ

リオンへ共同出展してく

ださる会員企業を募集し

ています。TOPPERSプ

ロジェクト関連製品をお

持ちの企業や、関連の受

託開発を受けておられる

企業の方は、ぜひ

TOPPERSパビリオン

への出展をご検討ください。    昨年のパビリオンの様子 
 

SWEST15 のご案内 
SWEST15を8月22日(木)～23日(金)の両日に、下呂温泉 水明館

(岐阜県下呂市)において開催します。SWEST は、主に若手の大学

の研究者や学生、企業の技術者が全国から集まり、組込みシステム

に関して徹底的に議論することを目標に掲げたワークショップです。

例年約150人の技術者に参加いただいています。基調講演、チュー

トリアル、分科会（自由討論会）、グループワーク、ポスター発表、

製品のデモンストレーションなど、バラエティに富んだ内容で構成

されます。単なる受身のセミナーではなく、広く交流や議論を行っ

ていただける場を充実していますので、貴重な発見が生まれること

を期待しています。 

経済、社会情勢等、日本を取り巻く環境は非常に厳しいものとなっ

ています。このような日本の組込み産業の危うい現状と将来につい

て、組込み技術者が今何をすべきか、何ができるのかを議論し、日

本の経済・企業・組込み技術者が幸せになれるような改善策を見出

しませんか。是非、参加をご検討下さい。現在ポスター発表の申し

込みを受け付けています。 

また、SWEST実行委員会では、組込みシステムの分野で活躍され

ている企業樣にSWEST15への協賛をお願いしています。学生の参

加費補助、ワークショップの内容の充実等に活用させていただきま

す。組込みシステム業界全体の発展を援助するという気持ちでご協

賛いただければ幸いです。 ※協賛金：1口5万円 

・お問い合わせ先：secretariat15@swest.toppers.jp 
・ウェブサイト：http://swest.toppers.jp/ 
 

参加のお誘い 
TOPPERSプロジェクトでは、プロジェクトの趣旨に賛同してくだ

さる方のご参加をお待ちしています。プロジェクトの会員となるこ

とで、次のようなメリットがあります。 
・プロジェクトにおけるソフトウェア開発に参加できる 
・プロジェクトで開発したソフトウェアを早期に入手できる 
・プロジェクトで開発するソフトウェアに対して要望をだせる 
・プロジェクトの主催・共催するセミナに会員費用で参加できる 
NPO法人の会員には、主に団体を対象とした正会員と，個人を対

象とした準会員に加えて、プロジェクトに貢献していただける教育

機関・公的機関・非営利団体・個人で会費を支払うことが難しい方

を対象とした特別会員の制度を用意しています。 
TOPPERSプロジェクトに何らかの形で貢献されたい方、プロジェ

クトで開発したソフトウェアをお使いの方、プロジェクトに興味を

お持ちの方は、是非入会をご検討ください。 
 

会員の種別
会員の種別 資格 入会金 年会費

団体：１０万円 団体：１０万円
個人：２万円 個人：２万円

準会員 個人 ５０００円 ５０００円

特別会員

プロジェクトに貢献が
あると認められる教
育機関･公的機関･非
営利団体･個人

なし なし

正会員 団体または個人

 
 

お問い合わせ先 
TOPPERS プロジェクトに関するご質問や入会の申込みは、下記事

務局宛にお願いします。また、プロジェクトのウェブサイト

( http://www.toppers.jp/ )には、活動の詳細を紹介する資料を置いて

いますので、ぜひご参照ください。 
 
編集後記 
ニュースレターに最後までお付き合いいただき、ありがとうござい

ました。5月8日から開催されるESECのTOPPERSブースへ是

非お立ち寄りください。スタッフ一同、心よりお待ちしています。 
 
Copyright (C) 2000 - 2013 by TOPPERS Project, Inc. All 
Rights Reserved. 
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